
越境性害虫であるツマジロクサヨトウを対象に、殺虫剤抵抗性個体群が出現した場合の早期検出

と、その拡散防止を目的とした多国間での迅速な情報共有を可能にするため、殺虫剤感受性の簡

易検定法を開発した。この手法は、検定に供試する個体の採集法、入手が容易な材料で作成する

人工飼料による供試虫の累代飼育法、及び人工飼料を用いる殺虫剤塗布法から構成される。
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図1 トウモロコシを食害する
ツマジロクサヨトウ幼虫

図2 殺虫剤感受性簡易検定法の概略。感受性検定は、採集後3世代以内の3齢幼虫を
用いて殺虫剤塗布法により実施する。蒸留水を用いて任意の倍数に段階的に希釈した
殺虫剤200μlを5mlの人工飼料に塗布する。乾燥後、3齢幼虫10頭を導入し72時
間後の死亡個体数を確認し、薬液濃度と生存・死亡個体数をもとに、半数致死濃度を
計算する。
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ツマジロクサヨトウは、トウモロコシを中心に80種類以上の作物を食害するチョウ目の害虫であ

る（図1） 。近年、アフリカ及びアジアに侵入し、その分布域を急速に拡大してきた。本種は長距離飛

翔能力を持つため、特定の地域で殺虫剤に対する抵抗性を獲得した個体群が出現すると、近隣諸

国に急速に拡散する可能性が高い。従って、本種の殺虫剤抵抗性個体群のまん延を抑制するには、

同一の方法を用いて広域かつ網羅的に感受性の変化を把握し、抵抗性の発達程度を速やかに地域

間で共有することが肝要である。そこで、開発途上地域を含む東南アジア等におけるツマジロクサ

ヨトウの殺虫剤感受性を比較できるようにするため、多くの種類の殺虫剤感受性を確かめること

ができる簡便な検定法を開発した（図2）。

本手法は、タイとカンボジアにおいて、殺虫剤感受性を簡易に検定できることが実証されており、

各国間で比較し防除対策をたてるために利用できる。累代飼育法では、幼虫に人工飼料を与えた

時の生存率は、1-2齢ではトウモロコシ生葉より低くなるが、 3-6齢ではトウモロコシ生葉と同等で

ある。そこで、同時に多くの殺虫剤を検定する必要がある場合、1-2齢幼虫に対しては生葉を与え

て飼育し、3-6齢には人工飼料を与えることも可能である。

https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2023_b06



